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研究成果の概要 

進行期パーキンソン病患者では、「すくみ足」と呼ばれる歩行障害が出現し、これにより生活の

質（Quality of Life: QOL）が著しく低下することが知られている。しかしながら、現時点において

「すくみ足」は治療抵抗性を示すことが多く、新たな治療法の開発が強く望まれている。 

我々の研究グループは、すくみ足を認めないパーキンソン病患者では歩行開始前にβ-γ位

相振幅結合（phase-amplitude coupling: PAC）の低下が認められる一方、すくみ足を有する患者

ではこの低下が認められないことを明らかにした。さらに、歩行開始後にすくみ足が生じた場合

には PACが上昇することも確認した。これらの結果から、PACはパーキンソン病におけるすくみ

足のバイオマーカーとなり得ることが示唆される。本研究成果は、『Beta-gamma phase-

amplitude coupling of scalp electroencephalography during walking preparation in Parkinson's 

disease differs depending on the freezing of gait』として、Frontiers in Human Neuroscience 誌に

査読を経て掲載された。 

また、感情課題による情動変化に伴う基底核ローカルフィールドポテンシャル（local field 

potential: LFP）の変化についても解析を行ったが、さらなる追加解析が必要であることから、現

在も追加記録を継続している。加えて、運動弁別課題についても現在データ収集を進めている。

さらに新たな試みとして、複数の異なる課題を同時に課すことによる課題遂行能力の低下と、そ

れに伴う LFP の変化を捉える研究も開始した。 
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